


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































船が一t il　i 21 4
発音される傾向は認められない（ただし，「空が」の○○「▽型的な発音は少な
い）。
　以上のように，発音全例についてそれぞれの語のゆれの様相をみると，語に
よって，ゆれが大きいものと小さいものとがあることがわかる。これは型意識
の明瞭度・曖昧度（ある語がある型であると意識されるとき，その意識の強弱
の度合，安定度）が語によって異なっていることの反譲であると考えたい。ま
た，今回の限られた材料についてだけ言えることであるが，このB話者は○○
▽型および○○「▽型として安定している語はもっている（それぞれ「首が」
と「夏が」の1語ずつ一のべ発音数が4回以下のものは除いて一）が，○「○
▽型としての安定語は認められない。もし調査語を大幅に増やし，また二拍名
詞プラスー拍の助詞の単位だけでなく三拍名詞単独（助詞なし）の単位のもの
も調査したとき，やはり上記の傾向が認められるならば，この話者の三拍単位
のアクセントについては○○○型と○○「○型の二つを認め，○「○○型は認め
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ないという解釈もありえよう。これは，曖昧アクセント地点についても一定の
手続きによって多型アクセントとしての体系を引き出すことが可能であること
を意味するが，一方，それぞれの語のゆれの傾向や，その裏にある話者のアク
セント意識に注属することによって，同じ体系と認められるアクセントの中の
質的な違いを引き出すことの可能性をも重視すべきであると考える。
　なお，ゆれが認められる語について，同一一地点の他の話者や隣接地点（地域）．
の話者についても調査し，ゆれの傾向に地域盤が認められるかどうか検討する
ことや，ゆれのいちじるしい地点についてアクセント体系を立てるときのゆれ
の処理原則などについては，今後の問題点として考えていきたい。
　皿　「比較発音」の際の話者の発言
　短文の単位で調査したときは省略したが，名詞単独および文節（書いきP）
の単位で調査したとき，それぞれの組み合わせについて，2回の「比較発音」
の直後，話肴に「その二つのことばは，アクセント，つまりことばのふしは同
じですか，違いますか。」という質問をこころみた。その際の話者の発言につ
いては種々の興象ある事実がみられたが，ここでは紙数の都合で，そのごく一
部に触れるにとどめる。
　A話者の場合は実際の発音にみられる2語のアクセント相の区別の有無と一
致する発言がほとんどであった。たとえば，③の「鼻が。」「花が。」をそれぞ
れ〔○『○▽〕〔○「01▽〕（1・2初めとも）と発音したときには，「この二つ
はアクセントが違う」と言い，「どう違いますか」という調査者の質問には
「〈花が〉はナが強い」と答えている。また，⑰「夏が。」「胸が。」を〔OL”01
▽〕〔0901▽〕（1搾め）・（○「01▽〕〔○「01▽〕（2回め）と発音したとき
にはF（アクセントが）同じ」と発’塾した。
　一部の実際の発音と少しずれた発言については，たとえば，⑨「橋が。」「夏
が。」を〔OgeO署▽〕〔○ぎ國01▽〕（1生め）・〔○ぎ0▽コ〔○「○？▽〕（2回め）
と発音したとき「（アクセントが）問じ」と発言した例や，⑯「’首が。」「空
が。」を〔○『○▽〕〔○「03▽〕（1・2回めとも）と発音したとき「〈首が〉
はアクセントがない。〈空が〉はソが強い」と発書した例などがあるが，1で
述べたように，短：文の単位で調査したときには，「橋が」はすべて○○「▽型，
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「夏が」は大部分が○On▽型，「空が」は大部分が○「○▽型に発音されてい
るから，上記のうち，「橋が」の〔○「○▽〕と「空が」の〔OrO1▽〕は話者
の意識にのぼらぬ三相であって，話者の意識としては，「橋が」はOon▽型，
「空が」は○、○▽型であるとみることもできよう。これは，ゆれがみられる
語について，話者の発言（型意識）を重くみることによってその型所属を決め
うることを示唆するものであるが，一方，同一の語についての数多い発音例を
求めることによって，話者の二三（型意識）を無視しても，それぞれの語の発
音傾向（どσ）型に発音されやすいか）を知りうる場合があることにも注昌した
い。
　次に，B話者の場合は，実際の発音では2語に一定の音網差が認められるの
に，話者がその区別を意識していない例がかなりみられる。
　　⑥「鼻が。」r夏が。」〔010「▽〕〔Orび▽〕（1回め）・〔○℃r▽〕〔OrO1▽〕
　　（2回め）／⑦「鼻が。」「空が。」〔○「○▽〕〔○：○「▽〕（1回め）・〔○『○「▽〕
　　〔010j▽〕（2回め）／⑨「橋が。」「夏が。」〔○「○▽〕〔○『01▽〕（1回め）・
　　　〔○「Ol▽〕〔OrO了▽〕（2隅め）／⑩「橋が。」「空が。」〔○℃▽〕〔○、ぴ▽〕
　　（1・2園めとも）／⑧「夏が。∬空が。」〔○「01▽〕〔010▽〕（1・2力めとも）
　上記の発音の際に，話者は，⑦の場合は「2語の（アクセントの）区別の有
無がわからない」，⑥⑨⑭⑱の場合はr区別がない」と答えている。上記の語
について，短文の単位で発音したときの二相を表3でみると，「鼻が」r橋が」
「空が」の語には（一定の範囲を越える）ゆれが認められる。したがって2語
の二相の違いを話者が意識しない理由がうなづけるわけであるが，一方，表2
でみられるように，B話者は，ある組み合わせでは4回の発音を通して「鼻が」
「橋が」を○○▽型に，「空が」を○コ○▽型あるいは00▽型に発音してお
り，「夏が」は全発音例が○○「▽型であるから，上記の2語間の音相の区別が
話者の意識と全く無関係とは言いきれないようにも思われる。
　このような場合に，話者の型意識を引き出すより有効な方法を開発する余地
があるのかもしれないが，一方，このように，実際の発音では2語閥に一定の
音相差が認められるのに話者がその区別を意識していないという現象が，他の
話者についてもみられるか，地域性はあるか，どういう地域に現われるか（無
アクセントと多型アクセントが接する地域だけか，体系の異なる多型アクセン
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トどうしが接する地域ではどうか，多型アクセント地域の中心部では絶対にみ
られないのか，無アクセント地域ではどうか）といった問題もあり，今後の課
題としたい。
三　ま　と　め
｛1｝調査語（を含む短文）を列記した調査票を読ませたときゆれがみられる語
　について，他の語（を含む短文）との「比較発音」により，安定した「型」
　を認めうることがある。
（2＞そのとき，ある語との「比較発音」では安定した「型」を認めえても，他
　の語との「比較発音」では，ゆれが生ずることがある。
（3）したがって，無アクセントの周辺地域（曖昧アクセント地域）において，
　ゆれがみられる語について，「比較発音」により，ある程度安定した状態で
　ドi型」を引き趨せることがあるが，語によっては，種々の語との「比較i発音」
　をくりかえすことによって依然としてゆれが生ずる場合があることに注意し
　たい。
（4｝組み含わせの相手の語や発音順序を変え，発音記数を多くすることによっ
　て，それぞれの語のゆれの多少やゆれの傾向の違いを知ることができる。
（5）捗ヒ較発音」の際の2語のアクセントの異岡についての話者の発言は，A
　話者は実際の発音にみられる型の三岡と一致する場合がほとんどあるが，B
　話者には，実際の発音では2語のアクセントに一定の音根差が認められると
　き，両者に区別がないと発言する例が多くみられた。
〔付記〕
　これは，「都立大学方書学会」第124圃研究会で発表した内容の一部です。そ
の際，多くの方々から御意見をいただきました。あらためて御礼申し上げま
す。
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